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教育方針・目標の理解 意欲的な学校生活 教師の連携協力

水上村立岩野小学校

４―そう思う 　　　３－どちらかといえばそう思う ２－どちらかといえばそう思わない

学　校　教　育　目　標

回答率：評議員100％、保護者93.0％、児童100％、教職員100％

学校は、家庭に学校の教育方針や教育目標をわか
りやすく示していると思いますか。

子どもは、充実した学校生活を送っていると思い
ますか。

全職員で、連携協力して教育活動に取り組んでい
ると思いますか。

考察
【６】肯定的回答率が、昨年度比、保護者で３Ｐ
上昇し96％、児童で同等の92％だった。また、教
職員の「4 そう思う」の回答率も17Ｐ上昇した。
今後、来年度から全面実施される「特別の教科 道
徳」（道徳科）の指導の充実により磨きをかけた
い。さらに、家庭（日常的な会話等）と地域（体
験的活動の充実等）と学校の協同による磨き上げ
を推進したい。

【７】肯定的回答率が、昨年度比、児童で６Ｐ、
保護者で１Ｐ、教職員で16Ｐ上昇し、97％と87％
と87％だった。しかし、「４ そう思う」の回答率
は、保護者で５Ｐ、評議員で20Ｐ低下した。今
後、家庭と連携し、地域での挨拶を励行したい。

考察
【１】式等での校長講話や学校便り、PTA総会及び学級懇談会、学校ＨＰ等で周知した結果、保護者の肯定的回答率（「４ そう思う」「3 どちらかといえ
ばそう思う」の合計）が昨年度比３Ｐ（ポイント）上昇し96％になった。しかし、児童は６Ｐ低下し88％だったので、今後、学級目標の設定や振り返りの際に学
校目標との結びつきを強調したり、学級便りに随時掲載したりしたい。
【２】肯定的回答率が、昨年度比、児童で３Ｐ上昇し94％、保護者で同等の98％だった。しかし、「１ そう思わない」の回答率が、児童で３Ｐ、保護者で
２Ｐ低下したので、今後、「分かる」「できる」喜びを味わわせる指導を工夫したい。
【３】保護者の肯定的回答率が、昨年度と同等の96％だった。今後も学校教育目標の具現化に組織的に取り組みたい。

教　科　指　導　に　つ　い　て

授業づくりの工夫 意欲的な学習態度
考察
【４】
　児童と保護者の肯定的回答率が、昨年度とほぼ
同等の98％と96％だった。また、教職員の「４ そ
う思う」の回答率も昨年度比７Ｐ上昇した。今後
も学校教育の重要課題である確かな学力の育成に
邁進したい。
【５】
　肯定的回答率が、昨年度比、児童で１Ｐ、保護
者で９Ｐ上昇し、ともに98％だった。しかし、教
職員の「４ そう思う」の回答率が、昨年度比７Ｐ
低下したことから、期待度とのギャップが感じら
れた。教師の魅力ある授業づくりと、児童の目標
を持った取組に期待したい。

学校は、わかる授業、丁寧な授業づくりに努めて
いると思いますか。

子どもたちは、意欲的に授業に取り組んでいると
思いますか。

道徳教育　心の教育について

道徳、心の教育の充実 あいさつ、礼儀の励行

学校は、思いやりの心や感謝の心などを大切にす
る心の教育の充実に努めていると思いますか。

子どもたちは、あいさつがきちんとできていると
思いますか。

考察
【８】肯定的回答率が、昨年度比、保護者で３Ｐ上昇、児童で同等の共に98％だった。日々の取組の成
果であると考える。しかし、２％の保護者と児童が否定的であったことから、全職員による児童理解を
強化し、より丁寧で一人一人に応じた指導を心がけたい。また、児童や保護者の相談体制の更なる周知
や関係機関との連携にも努めたい。
【９】肯定的回答率が、昨年度比、児童と保護者ともに４Ｐ上昇し、95％と100％だった。しかし、児
童の否定的回答率が、昨年度比４Ｐ低下したが５％あったことから、今後一層、道徳教育や人権教育の
深化、日常での機を逃さない指導等を徹底したい。また、家庭（日常的な会話等）と地域（社会教育や
地域行事等での体験活動等）と学校の協同した育成を推進したい。

考察
【10】
　保護者の肯定的回答率が、昨年度比３Ｐ上昇し
91％だった。昨年度も上昇していたことから、本
校行事等の工夫に対する理解度の高まりと考え
る。今後も行事等の工夫改善を怠らず、本校の魅
力（児童の頑張り）を発信していきたい。

人権教育について 学校行事について

一人一人の児童の尊重 友だちへの思いやり 学校行事等の工夫

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対
応ができていると思いますか。

子どもたちは、友だちとなかよくしていると思い
ますか。

学校は、学校行事（運動会など）が工夫されてい
ると思いますか。
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児童理解 規範意識 いじめや問題への対応

学校はは、子どものよさを見つけ、子どものこと
を理解しようとしていると思いますか。

子どもたちは、規則やマナーを守っていると思い
ますか。

学校は、いじめや問題があったとき、すぐに対応
していると思いますか。

生徒指導　教育相談について

安全と事故防止 体力向上
考察
【14】
　児童の肯定的回答率が、昨年度比５Ｐ上昇し
99％だったが、保護者は２Ｐ低下し96％だった。
今後、関係機関と連携して実施している交通安全
教室や集会等での一斉指導、各学級での継続指導
の他、コミュニティ・スクールの一環で、保護者
や地域の方々と連携した交通指導を強化したい。
【15】
　肯定的回答率が、昨年度比、児童で３Ｐ、教職
員で７Ｐ上昇し、95％と100％だった。外遊びがし
たくなる環境整備や児童会主催の始業前のランニ
ングタイム、なかよしスポーツの設定等がそ要因
と思われる。今後も体力の二極化の是正に努めた
い。

学校は、子どもの安全と事故防止に努めていると
思いますか。

子どもたちは、すすんでスポーツなどをしている
と思いますか。

考察
【11】肯定的回答率が、児童で５Ｐ、保護者で８Ｐ上昇し、99％と96％だった。保護者の肯定的回答率は、２年連続で上昇したことから、子どもの良さを
対話や通信等で伝えた成果だと考える。しかし、保護者の「４ そう思う」の回答率が昨年度比12Ｐ低下したので、今後、一層児童理解に努め、良さを発見
したい。
【12】保護者の肯定的回答率が、昨年度比５Ｐ上昇し96％だった。しかし、「４ そう思う」の回答率が、保護者で８Ｐ、教職員で25Ｐ，評議員で33Ｐ低下
したことから、更なる規範意識の高揚やマナーの向上に努めたい。また、家庭と地域と学校の協同での取組を推進したい。
【13】保護者の肯定的回答率が、昨年度比６Ｐ上昇し94％だった。しかし、児童の肯定的回答率が、昨年度比２Ｐ低下し95％だった。今後、未然防止や早
期発見（年４回のアンケート調査や日常的な児童観察）、早期対応（個人面談や教育相談実施）、チーム対応（関係機関等と連携）などを徹底したい。

健康教育　安全について

学校環境について

環境の整理・美化 施設・設備の安全管理
考察
【16】肯定的回答率が、昨年度比、児童で３Ｐ、
教職員で７Ｐ上昇し、97％と100％だった。自問清
掃の深化や花壇の整備、校内掲示板の有効活用に
取り組んだ成果と考える。しかし、保護者の肯定
的回答率は６Ｐ低下し92％だったので、更なる環
境の整理・美化に努めたい。

【17】肯定的回答率が、昨年度比、児童で４Ｐ、
教職員で７Ｐ上昇し、97％と100％だった。定期的
に実施している校内安全点検の徹底や日常的な危
険箇所の察知等の成果と考える。しかし、保護者
の肯定的回答率が７Ｐ低下し92％だったので、保
護者の声にも対応する体制を築きたい。

学校は、校舎内外（花壇や掲示物など）がきちん
と整理されていると思いますか。

学校の施設・設備は、安全でよく整備・管理され
ていると思いますか。

情報の公開・発信について

学校の予定等がわかる情報発信 教育活動への参加 家庭や地域との連携協力

学校の情報は、文書（学校便り等）やホームペー
ジ等で、十分に発信されていると思いますか。

学校が公開している教育活動（行事、授業参観等）は、
保護者や地域の方が参加しやすいと思いますか。

学校は、家庭や地域と連携協力しながら教育活動
を進めていると思いますか。

家庭・地域の連携について

○教育方針・目標の理解（学校教育目標の周知・徹底とその達成に向けた全人統一の取組の実現）
〇道徳教育、心の教育の充実（「思いやり、ありがとう、おかげさま、おたがいさま」の心の育成）
○挨拶・返事の励行（「あいさつ日本一大作戦」の取組の充実）
○規範意識（実社会においても通用する規範意識の育成）
○いじめや問題行動の対応（「いじめは絶対に許されない」心と態度の育成。いじめに対するチーム対応の徹底）
○体力向上（体力の二極化是正。魅力ある遊びや運動の奨励）

考察
【18】保護者の肯定的回答率が、昨年度比３Ｐ上昇し94％だった。学校ホームページで１年間分の行事
等予定や児童の様子等を随時掲載したり、各種便り（学校だより・学級だより・保健だより・給食だよ
り）で様々な情報を発信したりした成果と考える。しかし、保護者の否定的な回答率が６％であったの
で、一層魅力あるものを作り周知したい。
【19】保護者の肯定的回答率が、昨年度同等の96％だった。ＰＴＡ役員と連携し、保護者等のニーズに
対応した成果と考える。今後も児童の活動を中心に考えると共に、なるべく多くの方のニーズに応えた
い。

考察
【20】
　肯定的回答率が、昨年度比、保護者で４Ｐ、教
職員で７Ｐ低下し、92％と93％だった。教職員一
人一人が課題意識を持って、「地域（家庭）とと
もにある学校づくり」に取り組みたい。

来年度の具体的な取組について（今年度否定的な回答が多かった事項を中心に）
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